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 １２月１０日は、世界人権デーとして各地で人権にかかわる様々な取組が行われます。この日は、

「すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等である。」で

始まる『世界人権宣言』が１９４８年に国連総会で採決された記念日です。わが国も人間らしく生  

きる権利がすべての国民にあることを確認し、その実現に向けた努力を誓っています。皆さんにも、 

第43回全国中学生人権作文コンテストで文部科学大臣賞となった作品を読んでもらい、人権につ 

いて考えて欲しいと思います。まずは考えること、感じることが大切なのです。  校長 大瀧 訓久 
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偏見にとらわれない事を大切に 
東京都 中野区立第二中学校２年生の生徒の作品 

 

 私は幼い頃から他人とコミュニケーションをとるのが苦手で、落ち着きもなかった。だから、小

学校低学年の時は特別支援学級に在籍していた。特別支援学級のみんなは優しくて、気づけばたく

さんの友達がいた。休み時間には紙飛行機を飛ばしたり、絵を描いたりして、私は穏やかな学校生

活を送っていた。勉強も毎日頑張って、先生からもよくほめられていた。 だが、その楽しい思い

出は二年で終わった。 「三年生になったら、新しい所で勉強するんだよ。」 二年生の冬のある日、

そう母が私に言った。その新しい所というのは普通学級のことだ。低学年での成長ぶりをみて、普

通学級に転籍しても大丈夫ではないかと両親が考えたからだった。特別支援学級の友達と別れてし

まうことに悲しみを感じる反面、普通学級というものにワクワクしている私がいた。どんな子たち

がいるんだろう、どんなことをするんだろう、楽しそうだと。 しかし、その思いは普通学級に転

籍してからすぐに変わってしまった。支援学級とは違い、授業はついていけなくなることが多くな

った。支援学級にはなかった宿題という期限がある勉強に嫌気がさした。そのうえルールは厳しく

なっていて、破ってしまうこともあった。そして何よりも、普通学級の新しいクラスメイトとコミ

ュニケーションをとったり、集団行動をしたりするのがとても苦手だった。もともと消極的な性格

だということもあり、友達もできずまともに人としゃべれなかった。そんな私にある女子はうんざ

りしたように、 「もう嫌だ。」 と言い、ある男子は私の行動にイライラし、 「早くやれよ。」 と

言った。優しく接してくれた子もいたが、普通学級での生活にとまどい、うまく行動できない私に

冷たい態度をとる子も少なくはなかった。そして、新しい環境に少しは慣れてきた頃、教室で授業

の準備しているグループの子たちの会話が聞こえてきた。 「あいつ特別支援学級だったんでしょ。

何でこのクラスにいるの。うざいんだけど。」 それを聞いて私の体はとても震えていた。陰口を言

われているとは思わなかったのだ。その陰口が頭に残り、もう学校に行きたくないとまで思ったが、

私は支援学級に通っていたのだから、相手がそう思うのもしょうがないのだと自分を責めていた。 

五年生になったある日、転機が訪れた。普通学級で友達が出来たのだ。最初は休み時間に話しかけ

てくれる程度だったが、そのうち一緒に絵を描いたり、学校から帰ったり、休日に遊んだりするま

でになった。だから隠したかった。過去に私が特別支援学級に在籍していたことを。その友達はそ

のことを全く知らないようだった。もしバレたら、友達は私に対して冷たい態度を取るかもしれな

い、私と縁を切るかもしれない、それだけがずっと不安だった。 一年間ほど隠し続けた頃だろう
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か。学校の休み時間に突然その友達に、 「特別支援学級にいたんだってね。」 と言われた。私の

心に衝撃が走った。「どうしよう。なぜバレたの？」という言葉が頭の中を巡った。人生終わった

かもしれないというところまで考えてしまった。何と返答していいかわからず黙り込んでいた私に

対して、友達は言った。 「でも、うちはそんなの全然気にしないし。」 とても意外だった。けれ

ども、その言葉でわかった。友達は私を「特別支援学級にいた子」ではなく、「絵を描くのが好き

な仲の良い子」つまり内面を見てくれているのだと。私のこれまでの不安だった気持ちが一気に楽

になった。 私は中学二年生になった今でもその友達と仲良くしている。落ち着きも以前よりは出

てきて、同級生ともたくさん話すようになった。勉強や部活も自分なりに頑張って、毎日が充実し

ている。小学校で普通学級に転籍してきた頃、私自身に悪いところがあってクラスメイトから嫌わ

れることもあったが、ただ「特別支援学級にいた子だから」という理由だけで嫌われたことも確か

にあったと思う。中学校で周りから自分はどう思われているかはわからないけれど、私自身は「特

別支援学級にいたから」という引け目を今は感じていない。 「特別支援学級だったから」とか関

係なく、その人がどんな人間なのか内面を見ることの大切さを、私は初めての普通学級の友達から

教わった。「障害者だから」「外国人だから」など、世界には様々な「○○だから」という偏見や差

別がある。私は自分の経験を通して、「○○だから」というものにとらわれず、人と接していきた

いと思っている。 

 

 

１２月１４日（日）10:00～13:00（開場 9:30）加平小学校の体育館で「保塚音楽祭」が開催

されます。出場校は、加平小・花畑小・平野小・花保小・花保中・東島根中です。本校は、現役部

員だけではなく、現在休部中の３年生や卒業生も参加しての演奏になります。お楽しみください。 

※当日は、上履きと外履き袋をご持参ください。 

 

 

 

１２月 １日（月） 生徒集会 

    ３日（水） 小中連携研修（授業・平野小）・ICT研修会 

    ４日（木） 校内展示会始、三者面談（全学年）始 

    ６日（土） 土曜授業、展示見学、３ｈ道徳授業地区公開講座、花壇ボランティア12～ 

   １０日（水） 区小中研の日 

   １１日（木） 校内展示会終、三者面談（全学年）終 

   １４日（日） ３年：ESAT－J予備日、保塚音楽祭（加平小）10時～開演 

   １５日（月） ３年：私立高校入試相談日 

   １６日（火） 避難訓練 

   １７日（水） １・２年：SNS安全教室 

   １８日（木） 生徒会交流会（区役所・庁舎ホール） 

   １９日（金） ６ｈ 第２回学習コンテスト（全学年） 

   ２３日（火） ５・６ｈ 笑顔と学びのプロジェクト（プロテニス 藤原里華さん） 

   ２４日（水） ５ｈ大掃除 

   ２５日（木） ４ｈ 全校集会〈給食なし〉 

   ２６日（金）  冬季休業日始 

１月 ８日（木） １ｈ全校集会 

今 後 の 予 定 

 第８回  保 塚 音 楽 祭  


